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﹃民部卿典侍集﹄の諸本について︵幾浦︶
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﹃後堀河院民部卿典侍集﹄ ︵以下、民部卿典侍集︶は為家の同母姉で、後堀河院と藻璧門院に仕えた女房、民部卿典侍因子の私家集である。題詠歌、貴顕や朋輩の女房との贈答歌など八三首を収め、現在確認できる伝本の本文はすべて同一系統である。上賀茂神社の三手文庫に馬内侍集、相模集 康資王母集、殷富門院大輔集とともに合写された契沖︵一六四〇～一七〇一︶筆本︵全ての家集が契沖筆︶と、こ 本を書写した明倫館旧蔵 が山口県立山口図書館にある。前者が﹃新編国歌大観﹄ ﹃新編私家集大成﹄の底本となっている。私家集全釈叢書の民部卿典侍集全
釈1
では三手文庫本を底本とし、山
口図書館本と続群書類従本原本、そして国文学研究資料 所蔵の私家集に合写された一本と、大阪府立中之島図書館に寄託される円珠庵
本2
を校異 用いた。円珠庵本は重要文化財に指定されており現在閲覧できないが、中之島図書館蔵の影印写真によれば 文を契沖 異なる筆
跡で三手文庫本などと同じく五家集を合写したものである。
稿者が担当した同全釈の伝本の解説では、円珠庵本と三手文庫本の
成立の先後関係については断定しなかった。しかし、合写された他の家集も含めた本文の検討を行うと、三手文庫本は、手沢本︵円珠庵本︶の書き入れを整理し、証本とするべく契沖自ら浄書したもので、円珠庵本 方が三手文庫本の親本ということになるようである。本稿 は以下三、 四節でそのことについて論証し いきたい。民部卿典侍集だけでなく、 ﹃新編国歌大観﹄の馬内侍集 ﹃新編私家集大成﹄の馬内侍集、殷富門院大輔集の底本は三手文庫 であり、特筆すべき異文はないものの、通行テキスト の成立 経緯が明らかにでき と考える。五節では三手文庫 写時期 推定 た。また、内閣文庫本相模集から、本稿で扱う続群書類従原本の原態 考察 た。
契沖は同一作品に書き入れを重ね、複数回書写を行った。契沖の没
後においても契沖に私淑する者はその き入れ を書写し、転写を重ねたため、近世における契沖本 受容と流布は看過できないも があ
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﹃民部卿典侍集﹄の諸本について︵幾浦︶
る。契沖書写の私家集の成立過程について行った研究を概観すると、中之島図書館蔵契沖筆﹃実方家集﹄の本文が彰考館本に近いものであることを明らかにした仁尾雅信氏の研究があ
る3
。民部卿典侍集と合写
された康資王母集の、もう一本の契沖書写本として大東急記念文庫本があり、龍谷大学本と 校異を摘記した後藤祥子氏の研
究4
があるが、
大東急記念文庫本のイ文注記と三手文庫本など イ文注記がどう対応するかの研究はない。久保木哲夫氏・花上和広氏 注
釈5
の校異でも三
手文庫本などの書き入れは原則として取り上げてい い。
?
?
?????
まず、本稿で扱う伝本の書誌と、校異を示す際の略称を示しておく。
合写された他の家集はⓐ馬内侍集、ⓑ相模集、ⓒ康資王母集、ⓓ殷富門院大輔集、の記号で示す。円珠庵本の書誌については八木毅の研
究6
を参照した。宮内庁書陵部蔵続群書類従原本は閲覧できなかったため、書陵部の複 紙焼本とそれに付属する書誌情報を参考にした 寸法、書式などは国文学研究資料館のマイクロフィルムも利用した。
?
  ???????????︵今井似閑奉納契沖筆本︶
 
哥
―辰
―二六五～二六九
 
︵?と略称︶
写本。縦二五・四糎、横一八・七糎、列帖装一帖。五折から成り一折あたり十枚。紺・緑・朱糸で亀甲地に花紋を織った錦表紙。表紙に題簽はなく、一オに﹁馬内侍集
　
相模集／康資王母集
　
殷
富門院大輔集／後堀河院民部卿典侍集﹂と三行書された原題簽と
みられるものが貼付されるが、剥離がはげしい。見返しは本文共紙、斐紙。一ウに﹁賀茂三手文庫﹂の朱方印、 ﹁上鴨奉納﹂の瓢形の朱印、 ﹁今井似閑﹂の朱方印を捺す。毎半葉一二行で、和歌一首一行書 詞書は三字下げ。字高約二二糎 墨付九七丁、一ウ～二三オがⓐ、二四オ～六九オがⓑ、七〇オ～八五ウがⓒ、八六オ～九一 ⓓ 民部卿典侍集は九二オ～九七ウ。各家集の始まる丁の上辺隅には家集ごとの区切れを示す縦二糎、横一糎目印がある。本文はノド部分まで 写されている。最終丁の遊紙である九八オに﹁右契沖師自筆也﹂と本文と別筆で識語があ
識語は契沖の弟子今井似閑︵一六五七～一七二三︶が三手文庫への
蔵書の奉納に向け享保六年︵一七二一︶までに作成した自筆の﹃上鴨奉納書目録﹄と同筆である。上賀茂社蔵﹃清茂日記﹄享保八年十月八日条によれば似閑は中風の再発のため大阪で没してお
り7
、目録にもこ
の⑴の識語にも中風のためか手の震えが認められる。そのため識語は目録作成と同じ時期に が書いたものと考えられる。合写された康資王母集などには本文同筆︵契沖筆︶ 朱筆書き入れが多くあるが、民部卿典侍 は墨筆による集付と、他出のある和歌の異文注記があるのみ。似閑奉納書 中 、⑴に合写された五家集以外にも二十六の家集がある。これら家集は﹁申﹂の分類に配列されるが、こ ⑴だけは﹃漫吟集﹄や﹃和字正濫抄﹄など契沖の著作が並ぶ﹁辰﹂に含ま 、契沖筆本のため他の家集とは別 扱いをうけたこ 伺える。
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?????????????????
　
三二
 
︵?と略称︶
写本。縦二七・〇糎、横二〇・〇糎、袋綴一冊。樺色表紙。表紙中央に﹁馬内侍集
　
相模集／康資王母集
　
殷富門院大輔集／後堀
河院民部卿典侍集﹂と書かれた題簽があり、三行書の書き方は三手文庫本と同じ。 のはじまる丁のオモテ右下に﹁圓珠菴﹂の墨円印を捺し、巻末の遊紙のウラの左下に﹁圓﹂の円印を捺す。毎半葉一二行、和歌一行書、詞 四字 げ。全一 一丁、墨付九六丁。
八木氏は朱筆の書き入れがあることを指摘しており、たしかに影
印写真で確認しても本文とは別筆の書き入れは濃淡が異なる。民部卿典侍集は歌頭の集付の全て、 ﹁集と
?
めをきて︵
18歌︶ ﹂ 、が本文同
筆、墨筆であり、元からあったものとわかるが、くずして読みにくい漢字に注した傍記、 ﹁音
音
︵
16歌︶ ﹂ ﹁命
命
︵
46歌︶ ﹂ 、入集本文傍記の、 ﹁よ
集︵
30歌︶ ﹂ 、ミセケチと訂正の傍記も朱筆で契沖筆と見られる。また、
契沖自筆の三手文庫本などにみられる下句の終わりの分かち書きが円珠庵本にはなく、本 が契沖筆でない は明らかである。
?????????????????
　
今井似閑本九二
 ︵
?
と略称︶
写本。縦二六・三糎、横一九・七糎、袋綴一冊。茶色無地表紙。表紙中央に﹁馬内侍集／相模集／康資王母集／殷冨門院大輔集／後堀河院民部卿典侍集﹂と本文と別筆で五行書した縦一六・五糎、横九・二糎の題簽があり、明倫館での分類記号と配架番号を
示す﹁辰九拾弐﹂を直書する。二オ右上に﹁明倫館印﹂の方印、 ﹁安政七改﹂ ﹁明治十四年改﹂の方印を捺し、九八ウ左上に﹁嘉永三改﹂の印を捺す。毎半葉一二行、和歌一行書、詞書は三～四字下げ。字高約二一・五糎。全 九丁に前後遊紙一丁ずつ。二オ～二三ウがⓐ、二四オ～六九オがⓑ、七〇オ～八五ウがⓒ 八六オ～九一オがⓓ、民部卿典侍集は九二オ～ 八 。三手文庫本 書き入れまで写す。朱筆の校合によって訂正した筆跡は巻末 校合奥 と同筆。最終丁オモテ左端に﹁校合畢／詛おほつかなき所〳〵正本の侭也﹂と書 後の校合奥書がある。
似閑が三手文庫への奉納を企図していた典籍は、享保八年
︵一七二三︶似閑の没後、まず開校したばかりで蔵書の整備を必要とした長州の明倫館に移され
た8
。似閑本はそこで三手文庫への奉納が完
了する元文年間までに組織的に書写された本のひとつである。今井似閑本の私家集には﹁校合了﹂ ﹁校合畢﹂など簡略な校合奥書が付されている。当該 の寸法は他の家集と比較して一・〇～一・五糎ほど大きく、 ﹃定頼集﹄ ﹃俊頼家集﹄だけが同じ大きさである。この寸法の違いが長期化した書写作業 よったも かどうかは不明である。
?
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四五三―二
 
︵?と略称︶
縦二三・八糎、横一七・〇糎、袋綴一冊︵表紙は大和綴︶ 白茶布目地表紙。左肩の単郭の題簽に﹁續羣書類従四百四十九﹂と墨書し、右に﹁馬内侍集／源重之女集／殷冨門院大輔集／民部卿典
五四
﹃民部卿典侍集﹄の諸本について︵幾浦︶侍集／權大納言典侍集﹂と五行書きされた貼紙がある。右下には
﹁家十﹂と書いた貼紙。本文料紙と寸法、半葉行数は三手文庫本ほかで合写されていたⓐとⓓと民部卿典侍集は縦二三・五糎×横一六・六糎、半葉十二行書き 共通しているが、源重之女集︵本文は重之子の僧集︶は縦 三・九糎×横一六・九糎、半葉十行、權大納言典侍集は縦二三・七糎×横一六・八糎、半葉十行書、であり、異なる料紙と書式が混在する。本文墨付四二丁。一オ～二二ウがⓐ、二三オ～二四ウが源重之むすめの集、 五オ～三〇ウがⓓ、三一オ～三六ウが民部卿典 、三八オ～四三ウが權大納言典侍集。民部卿典侍集の詞書 二～ 字下げ。
民部卿典侍集を収める四四九巻の写本はほかに次の二本などが
ある。
?
????????????????
　
ゑ―二一
写本。縦二五・三糎×一八・〇糎 袋綴一冊。保護表紙 左肩の単枠題簽に﹁續群書類従
　
四百四十九﹂と書す。中央に﹁馬内侍
集﹂と書した題簽。本来の表紙に﹁馬内侍集／源重之女 ／殷富門院大輔集／民部卿典侍集／權大納言典侍集﹂と直書し 東京圖書館ほかの蔵書票を貼付。見返し本文共紙、楮紙。一オに五集の目録題と﹁東京図 館蔵﹂の朱方印、二オに﹁温故堂文庫﹂の朱方印。全四三丁。三一オ～三六ウが民部卿典侍集。一面行数は書陵部本同様一二行と一〇行に分かれる ⓐは一六五～ 七四番歌
︵一丁分︶を欠く。?
???????????????????
?
????????
写本。縦二六・二糎、横一八・五糎、袋綴一冊。茶色無地表紙。左肩に単枠で﹁賡羣書類従
　
﹂の刷題簽に﹁四百四十九﹂と手書
き。見返し 文共紙、楮紙。二オ右上に﹁日本政府圖書﹂の朱方印、一オと五一オに﹁大日本帝國圖書印﹂の朱方印。 オには﹁續群書類従巻第四百四十九＼總検校保己一集＼男源忠寶校＼和歌部八十四﹂と目録題の下 ﹁四百五十欠﹂の付箋貼付。全五一丁、全ての家集が一面十行。字高約一九・二糎。三八 ～四五オが民部卿典侍集。
以上の中でも宮内庁書陵部蔵⑷
?
①Ａは一オの﹁馬内侍集﹂内題の
下に﹁前編二百七十二ニ入重復ナリ可除但シコノ本歌数多し前編ト校合スヘシ﹂とあり、傍記の多さなども編纂途上であることを伺わせ、他の続群書類従写本に先行する本︵原本︶であると考えられるため、本稿で続群書類従本を代表する一本として扱う。⑷
?
②は馬内侍集の
伝本研究において周知の伝 であり、書陵部蔵の原本︵⑷
?
①Ａ︶か
らの第一次転写本である。その書写で生じた馬内侍集の一丁分の欠脱を補い、刊行に向けて清 された第二次転写本が⑷
?
③だと考えられ
る。また、川瀬 馬によれば明治一九年に⑷
?
①Ａなどの原本を宮内
省に納入する直前に、塙家 控え ため 影鈔しておいたもが静嘉堂文庫に存在す
る9
が、稿者はまだ実見して確認できていない。
五五
﹃民部卿典侍集﹄の諸本について︵幾浦︶
??????????
　
ア二
―二九
―四
 
︵?と略称︶
写本。縦二六・三糎、横一八・九糎、袋綴一冊。緑色無地表紙。左肩に﹁馬内侍
　
相模
　
康資王母／殷富門院大輔
　
後堀河院民部
卿典侍／家集
　
全﹂と原題簽に本文と同筆にて墨書。見返しは本
文共紙、楮紙。二オに﹁馬内侍家集／相模家集／康資王母家集／殷富門院大輔家集／後堀川院民部卿典侍家集／以上五家﹂という目録題がある。毎半葉十一行、和歌一行書、詞書はほぼ二字下げ。字面高さ約二〇・三糎。前遊紙一丁。本文墨付一〇三丁。三オ～二五ウがⓐ、二六オ～七三ウがⓑ、七四オ～九〇ウがⓒ、九一オ～九七オ ⓓで、九八オ～一〇四ウが民部卿典侍集。合写された他の家集には本文同筆の朱筆書き入れが多くあるが、当該家集は墨筆による 付と他出のある和歌の異文注記 あるのみ。書写後の校合の際 胡粉 よる訂正もある。民部卿典侍 は七 番歌と、七三番歌 詞書﹁をし かりまいらせ候も﹂の計二行分が脱文となっている。各家集の末尾には次 奥書を有する ⓒの 去人之～基時判﹂だけは朱筆であり、大東急記念文庫の契沖筆康資王母集の奥書に見えるものである。ⓐ辰正月九日書写畢
　
ⓑ相模集終
　
辰正月十五日書写畢
　
ⓒ去人
之依所望京極黄門定家卿之以本書寫者也貞享元仲夏日
　　
基時
判／明和九 十七日 寫畢
　
ⓓ明和九壬辰正月十七日書写終
功畢民部卿典侍集には﹁于時明和九壬辰正月十八日書寫畢／修竹菴堯
民
　
七十二翁﹂ 。堯民は﹃新撰蔵月和歌鈔
﹄
0
﹃修竹庵雑々記﹄ ﹃秀
歌之体大略代講抄﹄ ﹃詠歌大概代講抄﹄などの著作がある国学者。
当該伝本を含む三九の私家集が合写された一一冊︵ア二
―二九
―一～
一一︶は思文閣から購入されたもので、それ以前の旧蔵者や伝来は不明であるが、表紙右上には故意に剥がされたとみられる票の跡がある!
。綴紐には蔵書の管理用とみられる細長い紙片が付属し、当該伝本
の一冊には合写した五つの家集の名称と﹁四百九十﹂とある。各冊の書写奥書は明和八年︵一七七一︶十月から明和九年三月にわた 短期間で書写したの 親本を拝借して書写し、返却し ためか。
?
?
?????????
円珠庵本の民部卿典侍集の本文の特質から他本との関係を見て
いく。︵イ︶異文による分類
三手文庫本九五オの五四番歌の詞書が﹁おとろかされて返しの﹂か
ら九五ウの﹁つゐてに
　　
さか﹂と続くのに対し、円珠庵本はオモ
テ﹁おとろかされて﹂からウラ﹁つゐてに
　　
さか﹂と続く。三手文
庫本から書写された山口図書館本には﹁返しの﹂があ が、続群書類従本、国文学研究資料館本にはなく、 ﹁おとろかされてつゐてに﹂である。
この他にも、漢字仮名の書き分けや誤写によるも 以外の、異文、
漢字の字体の別に注目すると、たしかに次の四箇所でⅠ︵三手文庫
五六
﹃民部卿典侍集﹄の諸本について︵幾浦︶
本・山口県立山口図書館本︶とⅡ︵円珠庵本・続群書類従本、国文学研究資料館本︶という二類に分かれるように見える。
24　
歌合名所月︵三・山︶―哥合名所月︵円・群・国︶
47　
おりを︵三・山︶―おかを︵円・国︶ ・おか
り歟
を︵群︶
52　
  は
り
は
て
ゝ︵
三
︶
―
◦をか
はりはてゝ︵山︶ ・いりはてゝ︵円・
群・国︶
65　
佛に︵三・山︶―仏に︵円・群・国︶
仮名の異同は﹁り︵利︶ ﹂と﹁か︵可︶ ﹂ 、 ﹁い︵以︶ ﹂と﹁は︵八︶ ﹂
など誤写が生じやすい字の間で起きている。︵ロ︶訂正本文と本文
円珠庵本と、三手文庫本含めほか四本について見ると、円珠庵本民
部卿典侍集に存する朱筆と見られるミセケチと傍記︵本文と別筆で、契沖のもの︶がほか四本ではすべて本文としてあることが確認できる。三手文庫本の歌番号︿本文﹀ ともに示すと、以下の通り︵ミセケチ記号は?、補入記号は◦︶ 。
20︿年はへにけり﹀?
?へは
へにけり
　
32︿たにゝ﹀た?
?もに
　
35︿物
は﹀?
?そは
　
40︿夢の世に﹀夢?
?よよ
に
　
45歌︿かたみと﹀か?
?みと
に
　
58歌︿いるらめ﹀?
?たる
らめ
　
66歌︿かけもしられぬ﹀かけ◦
も
しら
れぬ
しかし、漢字・仮名の別・仮名遣いの別も含めた全体の異同を見る
と三手文庫本と山口図書館本は高い一致率を示すものの、円珠庵本続群書類従原本、国文学研究資料館本との一致率はそれ ど高いとは
いえない。これは続群書類従原本、国文学研究資料館本ともに、円珠庵本との直接的な書承関係はなく、間に一本以上の別な伝 を介しているか、本文を適宜漢字に改めてしまっているためだと考えられる。
円珠庵本と三手文庫本の成立の前後関係は、合写された他の家集も
含めて総合的に検討する必要があるだろう。そこで 康資王母集、相模集、馬内侍集の書誌的要素や他の伝本との関係を確認す 。
?
?
??????????????
まず、合写された五家集のなかで最も異文注記が多い康資王母集の
他の伝本との関係性から、三手文庫本の成立過程について考察する。康資王母集は、多少の異同があるもの 文は同一系統で、伝本は勅撰集入集歌等を補入した一五四首の系統と、それをもたない一四七首の系統に大別される。Ⅰ
　
一二八、 一四八～一五二、 一五四番歌をもつ。①
　
  一五四首
　
群書類従本、龍谷大学本︵奥書﹁去人之所望京極
黄門定家卿之／以本書写者也
　
基時在判﹂ ︶ 、桃園文庫︵Ａ︶
奥書は龍谷大学本と同じ
②
　
  一五三首﹁佛名
　
時しまれ﹂の歌を細字で補う。
　
三手文庫
本
　
奥書なし、山口図書館本
　
奥書なし、内閣文庫本
　
奥書
なし
Ⅱ
　
一二八、 一四八～一五二、 一五四番歌をもたない国立歴史民俗博物館本︵一四七首︶ 、東京大学南葵文庫本︵一四八
五七
﹃民部卿典侍集﹄の諸本について︵幾浦︶ 首︶ 、宮内庁書陵部本︵一四七首︶ 、桃園文庫︵Ｂ︶本︵一四七首︶ 、大東急記念文庫本︵一三八首︶
この中で大東急記念文庫本は五～一〇番歌、五四番歌下句～五九
番歌の十一首半が欠落した本を親本とし、これらを行間に補入する。一二八番歌補入、一四八～一五二番歌を巻末に補入。 ﹁佛名
　
時しま
れ﹂の歌は本文としてあり、一五四番歌はない。特に歌数が少なく補入の多い本で、五～一〇 五四番歌下句～五九番歌の十一首半 親本に欠落して たことについて ﹃康資王母集注釈﹄では親本︵或いは祖本︶に﹁七葉一括を単位とする列帖装を想定した場合﹂一続きの料紙になるため、その物理的な欠脱によるものとしている。本奥書ながら書写年次を有する契沖筆 として重要な伝本である。調査する機会を得て実見したところ 本文・書き入れ・本奥書ともた かに契沖筆と認められた。書誌 次 示す。
???????????????
二一・一〇二・一二二三︵?と略称︶
写本。縦一四・八糎、横二一・三糎、袋綴一冊。浅黄色無地表紙。見返しは本文共紙、楮紙。 ﹁康資王母集又称伯母集﹂と墨書した原題簽を中央に付し、右に﹁円珠菴契冲真跡伯母集一冊雲紙に書した極札、左 ﹁定家卿御本之寫﹂と書した簽を付す。右上隅に﹁三﹂と直書 右下に﹁ヲ千八百五十六号﹁青木印﹂ ﹂の標があり、蔵 家青木信寅の旧蔵。また 一オ右下に四・三糎×二・〇糎の切り取り跡があるが補修されている。紺地に久原
家の五つ扇の白紋の帙︵左肩に﹁伯母集﹂の題簽、右下に﹁
195 
185
／一冊／古梓堂文庫﹂の票を貼付︶に収められる。全二四
丁遊紙なし。一面一二行、歌一首二行書、詞書は一、 二字下げ。二四ウに﹁去人之依
　
所望／京極黄門
　
定家／卿之以本書寫者／
也／貞享元仲夏日
　
基時判﹂の本奥書がある。蔵書印などから伝
来を整理す
る@
と、青木信寅↓久原文庫︵久原房之助︶↓古梓堂文
庫︵藤田政輔︶↓大東急記念文庫となる。
﹃康資王母集注釈﹄では本奥書に見える基時を持明院基時
︵一六三五～一七〇四︶としている。基時は、幕府高家大沢家の基宿の次男基定︵一六〇七～一六六七︶を父にもつ。天文元年︵一五三二︶に世尊寺家十七代の行季が没した際に、世尊寺家の入木道を基春が継承した。基春の曾孫基久・基征親子が大坂夏の陣で戦死した後、 定が基久女の婿となって持明院家を相続
た#
。序文や奥書に元禄年間の
年次をもつ入木道口伝書・聞書が残ってお
り$
和歌の書様を含む歌書も
執筆している。 ﹃公卿補任﹄によれば貞享元年︵一六八四︶ は非参議、従二位。依頼により私家集を書写した人物とし た かにふさわしい人物ではないだろうか 当時の禁裏では霊元天皇のもとで定家自筆本などの模写本を製作する活動が続いてお
り%
、この奥書に見える依頼も
何らかの関係があるかもしれない。
では、この大東急記念文庫本︵以下、大東急本︶と三手文庫本のど
ちらを先に契沖は写したのであろうか。円珠庵本、三手文庫本、大東急本の校異をとると、次のことが分かった 例とともに示す。
五八
﹃民部卿典侍集﹄の諸本について︵幾浦︶
︵イ︶円珠庵本・三手文庫本のイ文注記は大東急本の本文に一致し、大東急本にあるイ文注記は円珠庵本・三手文庫本の本文に一致する。
24　
  見
つ
け
ら
れ
てたり
にしう
けしろての
し
よおかしさ
し
申まうし
し
︵円・三︶―見つけら
れてにけ
たり
しし
うよし申しイ
しろ
てのおかしさまうしゝ︵大︶
82　
  右大殿の頭
以
中下イ
将と
ナ
きシ落歟
こえし時
とき
︵円・三︶―右の大殿の頭中将
ときこえしとき︵大︵頭中将以下は朱筆傍記︶ ︶
︵ロ︶
11歌、
31歌の勘物は大東急本より円珠庵・三手文庫本のほうが
ふえている。次の︿﹀で囲って示した部分は大東急本にない。
31　
  後
拾
遺
雑
四︿
に
﹀　
伊
勢
大
輔
か
集
を
人
の
こ
ひ
に
お
こ
せ
て
侍
け
るにつかはすとて
　
たつねすはかきやるかたやなからま む
かしのなかれみくさつもりて
　︿彼集のならひ哥をおほくな
をして入れられたりといへ これはあまりにやこと哥にや﹀︵円・三︶
︵ハ︶円珠庵本のミセケチによる訂正本文が三手文庫本や大東急本では本文としてある。
70　
こほ
り??
しゐイ
て︵円︶―こほりし
ゐイ
て︵三︶―こほりゐ
しイ
て︵大︶
︵ニ︶三手文庫本の本文は円珠庵本と大東急本の中間的位置をしめる。
48　
したなる
屋い
と︵円︶―したれる
屋いか
と︵三︶―したれるいと
︵大︶
︵ホ︶大東急本には﹁～か﹂ ﹁～歟﹂と右側に墨書し、朱筆で﹁イ﹂と書き添えたり、 ﹁～か﹂を朱筆で訂正するところがある。
126　
やまさと
はかイ◦の
　か︵大・ ﹁イ﹂と﹁のか﹂が朱筆︶
136　
  を
し
き
◦
みか ︵〃︶ イ
のりを︵大・傍記の﹁か﹂を朱で訂正しイと
朱筆︶
また、 ﹁か﹂ ﹁歟﹂はついていないが、大東急本の墨筆傍記の本文が円珠庵本と一致している箇所が九例あり、そのうち、大東急本ではその箇所で本文を朱でミセケチし あるものが四例ある。
︵イ︶～︵ニ︶とも三手文庫本と大東急本の前後関係を決定するものではない。しかし、 ︵ホ︶の﹁～か﹂ ﹁～歟﹂と墨筆で書き添えた推測本文が校合した異本と一致して裏付けられ、朱筆で﹁か﹂を訂正する様子は、まず大東急本を書写し、その後他の本を手に入れたことを示すと考えられる。 の
61、
69は推測本文を右に傍記してあり、
円珠庵本も同文であ ため﹁イ同﹂ 左に朱で傍記︵
61かへして
イ同もし歟
か
な、
69にはの
イ同月冬のか
︶している。これは三手文庫本・円珠庵本も同様であ
り、校訂に検討を要する箇所は保留したものであろう。以上の見地にたつと、 ︵ニ︶は、三手 庫本 、円珠庵 と大東急本を校合してつくられた混成本文であることを示している。三節︵ロ︶で確認した円珠庵本民部卿典侍集 存する朱筆のミセケチと傍記が三手文庫本で本文化しているこ も 契沖によ 本 校訂の結果である 考えられる。
?
?
???????????
前項の検討から三手文庫本の書写の際には大東急本が既に存在して
いることがわかり、三手文庫本の書写の上限として大東急本の本奥書
五九
﹃民部卿典侍集﹄の諸本について︵幾浦︶
の年次である貞享元年を措定することができた。契沖による相模の歌の考証と書き入れから、三手文庫本の書写年次をさらに考察す 。円珠庵本の相模集は、はじめの丁の余白に契沖による作者略伝などの夥しい書き入れ︵ ﹃金葉集﹄ ︵二度本・雑下・六五九・源頼光朝臣・相模母︶歌を指摘して﹃作者部類 の示す相模の出自を考証しようとする︶があるが、三手文庫本にはそれがない。武内はる恵氏 ﹁流布本相模集諸本の考察
﹂
^
では作者略伝から相模集諸本を分類した場合三類に分
類し、三手文庫本などは作者略伝がないことを特徴とす 。Ⅰ
　
  浅
野
家
本︵
定
家
監
督
書
写
本、
五
九
七
首
︶、
松
平
文
庫
本︵
女
房
相
模
集、五九四首︶ 、龍谷大学本︵女房相模集、五九五首︶ 、神宮文庫本︵五九 首︶ 、書陵部Ａ本︵五九五首︶
Ⅱ
　
  彰
考
館
本︵
五
九
九
首
︶、
書
陵
部
Ｂ
本︵
五
九
七
首
︶、
書
陵
部
Ｃ
本
︵五九九首︶ 、群書類従本︵五八九首︶
Ⅲ
　
  三手文庫本︵五九七首︶
、山口図書館本︵五九七首︶
、内閣文庫本
　
︵五九六首︶武内氏の整理された異同表を参照すると、円珠庵本は次の特徴から
三手文庫本などのⅢ類の一本であることがわかる。︵イ︶一七番歌のあとの秋歌の欠脱に﹁秋四首脱﹂とある︵契沖筆︶︵ロ︶二九五番歌に左注がある︵本文同筆︶︵ハ︶四二九・四二八番歌の歌順が逆︵ニ︶五一八番歌を有する国文学研究資料館本は、冒頭の略伝なし、 ︵イ︶一七番歌のあとの秋
歌の欠脱に﹁秋四首脱﹂がない、 ︵ロ︶二九五番歌に左注がある︵本文同筆︶ 、 ︵ハ︶ 二九・四二八番歌の歌順が逆、 ︵ニ︶五一八番歌を有する、という特徴をもち、概ね三手文庫本に近い本文である。
前項で措定した三手文庫本の書写時期をさらにしぼる﹃契沖雑考﹄
という資料がある。これは契沖が﹃万葉代匠記﹄精撰本成立と光圀への献上︵元禄三年︵一六九〇︶年か 以後に得た新見や訂正箇所のほか、猶検討を要する考証などを彰考館に書き送ったものを整理し
た&
備
忘録的書簡である。彰考館員の板垣宗膽︵一六三八～一六九八︶への宛名を含む三帖 、宗膽没後の担当者の伴五百衛門への宛名を含む十三巻の計三帖十 巻に仕立てられた。第一巻から第七巻が﹃古今集﹄以下二十一代集の歌に関する考証であり、その第六巻の﹃新勅撰集﹄歌の評釈に次 ようにある。原本は水戸空襲で焼失しており、戦前に翻刻された﹃契沖全集﹄ 本
文*
によって示す。
一新勅撰雑三　　　　
題しらす
　　　　　　　　　　　　　　　
相模
　
朝かほの花にやとか
れる
る露
家集
の身はのとか
け
にく
物同上
をおもふへきかは
近来相模集を寫候ニ、相模彼國にいたりて、三年といふ正月、箱根に詣とて、道にて雨 あひ、旅宿にて百首哥を詠みて⋮︵中略︶⋮相模か百首中秋五首ノ内、寫本一首脱　
世の中におもひくらへてみるほとはひさしかりけり朝かほの花
新勅撰の哥は、此哥ニ神の返させ給ふ御哥 奇妙古今無類ノ事候。定家卿等さへ、物を見給ふニ え見分たまはぬ事、口惜し〳〵
六〇
﹃民部卿典侍集﹄の諸本について︵幾浦︶
契沖は、 ﹃新勅撰集﹄入集の﹁朝かほの﹂歌︵雑三・題しらず・相
模・一二三二︶が、相模集では相模が詠出した歌に伊豆山走湯権現が返歌したという百首のなかにあることを述べ、撰者定家の作者名表記が誤っているのではないかと指摘す 。この文中に見える最近書写した相模集こそ、三手文庫本のこ ではないだろうか。三手文庫本にはこの二首はそれぞれ次 よ にある。傍記の﹁かる集﹂は朱筆。
新勅
朝顔の花にやとれ
かる集
る露の身はのとけ
集かに
く物をおもふへきかは
世中におもひくらへてみるほとはひさしかりけり朝顔の花
円珠庵本では﹁朝顔の﹂歌にさらに﹁新勅雑三
　
相模□﹂と書き入れ
がある。契沖が入集 作者名、本文の異同に払っていた関心が﹃契沖雑考﹄とたしかに対応していることが確認できる。問題は﹁近来﹂がどの程度の範囲をさすかであるが、契沖は元禄十二年︵一六九九︶五月二十六日には﹃新勅撰集評註﹄を完成させており、 ﹃契沖 考﹄の当該箇所はこの注釈作業の中で進めた考証である可能性もあ 以上のことから、契沖が三手文庫本を書写し 時期は一六九〇年代後半の数年間にしぼることができる 考えられる。 れは 似閑 四十賀を迎え︵一六九六︶ 、家督を譲って六波羅密寺辺りに隠棲し、古典研究に専心し始めた ろにあたる。光沢 斐紙 書かれた三手文庫は、契沖が普段の研究のために書写した本 は異なり丁寧 書写されており 或いは契沖が似閑にその ろ贈る めに書写したの もしれない。
ところで、内閣文庫本﹃相模集﹄は五一八番歌を有しないが、前頁
で示した異同は全て三手文庫本に一致する。続群書類従原本︵⑷
?
①
Ａ︶の原態を知る上でも重要な伝本であるので、ここで触れておきたい。
?
????????????? ??????????二〇一・四三七写本。縦二三・五糎、横一六・六糎、袋綴一冊。表紙には蔵書票と﹁相模集
　
全﹂という左肩の題簽に隠れているが、五家集の名
前を直書きし、相模家集、康資王母家集と墨書した上には朱で丸。馬内侍家集と殷富門院大輔家集には朱引き。題簽の下にかろうじて﹁院民﹂下に﹁家集﹂と見える。一オの﹁相模集﹂という内題の上下に﹁書籍館印﹂ ﹁淺草文庫﹂の蔵書印がある 明治五年︵一八七二︶設置の書籍館、そして明治八年に開館した官立図書館浅草文庫 旧蔵であることが知られ、その伝来過程から和学講談所旧蔵本である可能性を示す。半葉十二行、詞書二字下げ、和歌一首一行書。
武内氏も、この内閣文庫の表紙の蔵書票や題簽の下に三手文庫本と
同じ五集の名が直書されていたと考察している。では、この内閣文庫本にない三つ 家集はどうなったのだろうか。
実は、右の内閣文庫本は寸法、書式が宮内庁書陵部蔵続群書類従原
本︵⑷
?
①Ａ︶のⓐ、ⓓ、民部卿典侍集と一致するだけでなく本文の
筆跡も⑷
?
①Ａの三作品と同筆と認められる。このことから、もとは
五家集が合写されていた一冊︵仮に⑷
?
①とする︶があり、そこから
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ⓐ、ⓓ、民部卿典侍集の三作品を続群書類従の原本︵⑷
?
①Ａ︶とす
るために除いたものがこの内閣文庫本︵⑷
?
①Ｂ︶ではないかと考え
られ 。すると 現在確認される民部卿典侍集の伝本は、全てこの五家集を合写したものとして伝来しているということができる。
?
?
?????????????
最後に、三手文庫本の馬内侍集の巻末に貼付された略伝から、契沖
の弟子たちの書写活動と、現存しない伝本の存在につ て考察する。
先行研
究(
によると、馬内侍集の伝本は一四番﹁わすれても人にかた
るな﹂ ・一六番﹁人しれず思ふこころの﹂ 二首を有するか否かによって系統を分かち、次の三系統に分類さⅠ
　
一四・一六番の二首を有するもの三手文庫本︵二〇九首︶ 、山口図書館本︵二〇九首︶ 、龍谷大学図書館蔵写字台文庫旧蔵本︵二〇九首︶ 、東京大学国文学研究室蔵本居文庫本︵二〇九首︶ 、東海大学附属 館蔵桃園文庫旧蔵本︵桃ニ九・六八︶ 、書陵部蔵続群書類従本︵二一一首︶
Ⅱ
　
一四・一六番の二首を欠くもの宮内庁書陵部御所本︵二〇五首︶ 、群書類従本︵二〇三首︶ 、本居記念館本︵二〇九首︶ 、岩崎美隆旧蔵本
Ⅲ
　
抄出本書陵部蔵水野家旧蔵本︵五五首︶ 、東海大学附属図書館蔵桃園文庫旧蔵本︵桃二九・六七、 一〇〇首︶
円珠庵本、国文学研究資料館本とも一四・一六番の二首を有しⅠの
系統に属する。三手文庫本の二三オに貼付された貼紙︵楮紙︶には本文と別筆で﹁別本云／馬内侍傳大和權守時明女一条院皇后宮之女房／自拾遺至新千載入十一代集﹂という作者略伝がある。この略伝は貼に書かれたもので、三手文庫本にもとからあったものではなく、その親本︵円珠庵本︶にもない。そして、山口図書館本の馬内侍集巻末にはこの略伝がある。こ ことは、似閑が亡くなり、似閑奉納本が長州藩に渡る前には既に貼付されていたことを示すのではないだろうか。もし、契沖がみずから別本から写した略伝であれば、円珠庵本にも書き写してある ずであり、 紙に馬内侍の を書いて貼った は今井似閑など、契沖以外 者であると考えられる。
竹鼻績氏はこの略伝が本居記念館本﹃馬内侍集﹄にあることを指摘
している。国文学研究資料館のマイクロフィルムで確認すると、三手文庫本の貼紙の略伝は 本居記念館 の二箇所︵見返しと二五ウ︶にある情報を合わせたものであるとわかる。二五ウには次の奥書がある。
天王寺神主松本氏之本
　
馬内侍
　
相模
　
康資王母
　
殷富門院
大輔
　
後堀川院民部卿典侍
　
五人之集を一冊とせり
　　　
享保三年戊戌五月下旬
　　　　　　　　
樋口
　
宗武
　　　
寛保辛酉六月七日
　　　　　　　　　　　　
野重好
﹁寛保﹂以降が書写奥書だとすれば、似閑の門人の樋口宗武
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︵一六七四～一七五四︶が享保三年︵一七一八︶に書写し、それを寛保元年︵一七四一︶に小野田重好が書写した馬内侍集が本居記念館本である。この本奥書に見える宗武が披見した本にも民部卿典侍集が合写されている。﹁天王寺神主松本氏之本﹂は、円珠庵本とも異なる系統の伝本であるらしい。竹鼻氏による本文異同を参照すると、本居記念館本﹃馬内侍集﹄本文は三手文庫本、円珠庵本などの契沖本系統﹃馬内侍集﹄本文に対立する独自異文をもつⅡの系統︵一四・一六番の二首を欠く︶に属するものである。ただし、 居記念館 は二〇八・二〇九を有するⅠ類本と接触してこの二首を補う。馬内侍集しか書写されていないため他の四家集 つい は本居記念館本の祖本を伺い知れない。不審なのは、似閑の生前であるにもかかわらず、似閑の門人である
宗武が似閑から三手文庫本を借りずに天王寺から借りて馬内侍集 書写していることである。天王寺の本は三手文庫本とは別系統 伝 であることを宗武は認識して求めたのだろうか。は、万治四年禁裏焼失本の焼失以前の転写 として書陵部にのこ 御所本馬内侍集︵五〇一・三五
︶
)
と同じ系統で、たしかに貴重である。
香道文献を著し蔵書家でもあった江田世恭︵～一七九五︶の書簡に、
天王寺の蔵書を書写することに関して述べた箇所がある。似閑奉納本が長州藩にある間、似閑自筆の﹃上鴨奉納書目録﹄だけで 閲覧 たいと懇望し、賀茂社の祠官山本甲斐権守に宛 たも であ
るa
。
大概天王寺ニ相納め候海北若沖蔵書之通にて十ノ二三箱互ニ詳略
も有之候
　
小子蔵書も歌書家集等皆天王寺之本ヲ借寫仕候故是以
重復之品可有様に推察仕候ニ付其御社ニ有之原本ノ目録可相成は拜見仕度奉存候・先御窺申上
これによると、世恭もこの﹁天王寺之本﹂を借りて書写しており、
そこには似閑奉納本と重複するものもあるだろうと述べている。樋口宗武が写した﹁天王寺神主松本氏之本﹂ また、契沖の弟子、海北若冲︵一六七五～一七五一︶の旧蔵書なのだろうか。右の書簡を紹介した久松潜一によれば若冲の蔵書は天王寺明静院に って、そ 後殿村家等諸家に散佚したという。現在、 ﹃海北若冲蔵書目録﹄が彰考館︵亥・七︶と内閣文庫︵二一九・一六八︶に、 ﹁円珠庵遺書目附門人海北若冲﹂が内閣文庫 五八・三九九︶に所蔵される。確認すると契沖の著作や歌書や家集が並ぶなかに﹁馬内侍／相模集
　
一冊﹂とある。
これが合写された他の 名を省略 ものとすれば やはり民部卿典侍集を含め 五 集の本 所蔵 てい 可能性がある。
?
?
????
円珠庵本は契沖手沢本であり、そこに書き入れた訂正本文を本文化
し、勘物を取捨選択して書写したのが三手文庫本である。康資王母集は大東急記念文庫本の本文をイ本注記として き入れ、校訂本文を書写した。円珠庵本の伝来につい は猶不明である。他の円珠庵蔵 や似閑、若冲、江田世恭など、契沖周辺の人々の蔵書や 写活動を含めて検討を重ね、契沖のもとにいたるまでの伝来をさらに探りたい。
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?
1
　
 田渕句美子・中世和歌の会﹃民部卿典侍集
　
土御門院女房
　
全釈﹄ ︵風
間書房
　
二〇一六年︶ 。
　
2
　
 円珠庵本の存在については、鶴見大学の伊倉史人教授よりお教えいただき、種々ご教示を受けた。深謝申し上げる。
　
3
　
 仁尾雅信﹁大阪府立中之島図書館蔵契沖自筆﹃実方家集﹄小考﹂ ︵ ﹃山辺道﹄三二号
　
一九八八年三月︶ 。
　
4
　
 後藤祥子﹁大東急記念文庫本﹃康資王母集﹄ 本文について﹂ ︵ ﹃和歌史研究会会報﹄六五号
　
一九七七年一二月︶ 。
　
5
　
 久保木哲夫・花上和宏﹃康資王母集注釈﹄ ︵貴重本刊行会
　
一九九七
年︶ 。
　
6
　
 八木毅﹁円珠庵の藏書について﹂ ︵ ﹃語文﹄三号
　
一九五一年七月︶ 。
　
7
　
 山本宗尚﹁三手文庫 書籍 関する覚書﹂ ︵ 京都産業大学日 化研究所紀要﹄一七号
　
二〇一二年三月︶ 。
　
8
　
 ﹃防長に傳わる契冲資料
　
今井似閑本目録﹄ ︵山口県立山口図書館
　
一九五六年︶ 。
　
9
　
 川瀨一馬﹁續群書類従の編纂に就いて﹂ ︵ ﹃書物展望﹄二
―
四巻
　
一九三二年四月︶ 。中村 紀﹁宮内庁書陵部所蔵の古典籍資料群について﹂ ︵ ﹃温故叢誌﹄六四号
　
二〇一〇年一一月︶によれば、この書陵部
蔵続群書類従︵四五三
―二︶七七九冊は明治一六年に宮内省侍講局が購
入し、文学掛の所管となり、侍従職御歌所を経て書陵部の となったものである。
　
0
　
 簗瀬一雄編著﹃碧冲洞叢書﹄四︵臨川書店
　
一九九五年︶ 。
　
!
　
 購入先については国文学研究資料館の落合博志教授からお教えいただき、形態上の特徴や本 の注記についても種々ご教示を受けた。深謝申し上げる。
　
@
　
 反町茂雄﹃日本の古典籍
　
その面白さその尊さ﹄ ︵八木書店
　
一九八四
年︶ 、久原房之助伝記編纂会編﹃久原房之助﹄ ︵日本鉱業
　
一九七〇年︶ 。
　
#
　
 佐々木孝浩﹃日本古典書誌学論﹄ ︵笠間書院
　
二〇一六年︶ 。
　
$
　
 中川英子﹁持明院基時相伝﹁入木道相伝﹂について―持明院流の和歌の書式を中心に―﹂ ︵ ﹃東洋大学大学院紀要文学研究科﹄二八号
　
一九九二年二月︶ 。
　
%
　
 酒井茂幸﹁江戸時代前期の禁裏における冷泉家本の書写活動について﹂
︵吉岡眞之
　
小川剛生編﹃禁裏本と古典学﹄塙書房
　
二〇〇九年︶ 。
　
^
　
 武内はる恵﹁流布本相模集諸本の考察﹂ ︵武内はる恵・林マリヤ・吉田ミスズ共著﹃相模集全釈﹄風間書房
　
一九九一年︶ 。
　
&
　
 池田利夫﹁契沖注釈書の生成﹂ ︵ ﹃契沖研究﹄岩波書店
　
一九八四年︶ 。
　
*
　
 佐々木信綱ほか編﹃契沖全集﹄第八巻︵朝日新聞社
　
一九二七年︶ 。
　
(
　
 福井迪子﹁馬内侍集伝本考﹂ ︵福井迪 ・工藤重矩・田尻英三編﹃校本馬内侍集と総索引﹄笠間書院
　
一九七二年︶ 、竹鼻績校注・訳﹃馬内
侍集注釈﹄ ︵貴重本刊行会
　
一九九八年︶ 。
　
)
　
 久保木秀夫﹁万治四年禁裏焼失本復元の可能性―書陵部御所本私家集に基づく―﹂ ︵前掲﹃禁裏本と古典学﹄ ︶ 。
　
a
　
 久松潜一﹁契沖伝﹂ ︵佐々木信綱ほか 九
　
朝日新
聞社
　
一九二七年︶ 。
付記
　
所蔵典籍の閲覧調査の許可を賜った上賀茂神社、大阪府立中之島図書館、山口県立山口図書館、宮内庁書陵部、国文学研究資料館、国立公文書館、五島美術館に篤く御礼申し上げます。
